
の に け

の に い

 

 に 

本 の 木生しいたけ においては、 能

木しいたけ 化 会が、 の大きさ cm 以上、

cm以上、 き １cm以上の を とし、

のとて り の ンド で 用の化 に れ

荷しているが、 から生 のほ 場にて

が されており となっている。 

木 タ を加 る コ については

られており、 、 、 で

発生 が がっている。 

本研究では、 コ による を 減 る

た に の 果を る。 

  

2019 12 に タ スの に、

の （10cm×25cm、 及び ）、 り

ンを設 し、1 後に された コ

の を 、比較した。 

ス を間 、 行 の 12区分に分け、3

の を位 を えながら つ設 した。

設 所は合 に 木の間とした（ １）。 

考えられる。 
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－  との  

－  後の  

    
－   

   

 と  

との を ２および に示

。 と の比較では の方が い傾向

が られた。 り ンは と比較して

に が大きかった。以上のことから、 の

いによる 果はないと考えられる。 

で が いのは、 間 っと

を開 していたた 、ここから してきたものと

考えられる。 面も開け っていたが ほど

が ないのは 光 ットを っていたた と

 後の  

での研究 のとおり コ は

の による差は られないことが 回の でも

された。一方で な り ンの が

かったことから 力の差が の差になった

と考えられる。い れに よ コ を ス

に さ ないことが であり、開 に 合の

かな ットを る、 で コ が し

ないよう を整えるといった 本 な対 とあ

る きであると考えられる。 
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